
提出された意見の内容と町の考え方について

【苅田多文化共生推進プラン（案）について】

No 意見の内容 意見に対する町の考え方

1 　推進プラン（案）については細部にわたり分析し、多岐の政策・取組内容が
列記されています。
　行政上の推進プラン（案）としては理解できますが、実務的又現実的な内
容か疑問が残ります。多分岐された一過性と思われる施策もあり本当に身に
付くとは思えません。
　『外国人ワンストップ相談窓口』開設を大々的に謳っていますが、名前のと
おり一ケ所で全ての対応ができる体制づくりと（シンプル is best）、分かりや
すい場所案内が必要では？

　このプランは、国が示した多文化共生に関する方向性を踏まえ、本町にお
ける課題整理及び推進すべき取組を体系的にまとめたものです。これらを
達成させるための具体的な取組については別途作成する「行動計画」の中
で明確にします。取組がより実行性のあるものになるよう事業進捗の把握に
努めるほか、直近で令和7年度に、その後は原則5年毎にプランの見直しを
行います。
　「苅田町外国人ワンストップ相談窓口」は、多言語での情報提供や外国人
住民の生活における様々な相談に応じ、解決に必要な部署へつなぐ、総合
相談窓口です。相談内容は多岐に渡り、専門的な知識が必要な相談もある
ため、福岡県国際交流センターや行政書士会等の外部団体との連携を強
化し、シンプルな体制づくりを進めていくことで、速やかな解決を目指してい
ます。
　分かりやすい場所案内が必要とのご意見につきましては、利用しやすい相
談窓口となるよう、多言語での案内版の設置や周知の強化に努めます。

2 　現在月一度『にほんごひろば』が開催されていますが、拡充して誰でもい
つでも交流出来る居場所の提供と、各国の情報発信基地としての整備が必
要ではないか。

　「にほんごひろばKANDA」では、公民館講座として月に一度文化交流を
実施していますが、苅田町には、国際交流と情報発信に係る拠点がないの
が現状です。今後は、プランの施策目標１－Ⅲ外国人住民と日本人住民の
交流機会の充実 及び施策目標３－Ⅱ能力を引き出し、地域で活躍する外
国人住民の活動支援 に掲げるように、交流と地域における円滑なコミュニ
ケーションの促進に取り組み、外国人住民が孤立化しない居場所づくりを進
めていきます。
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3 　先日、日本で暮らす外国人の日本語発表会を拝聴しました。９人の出場
者皆さんの上手な日本語での発表に感銘を受けました。皆さん「日本の文
化を理解し日本の事をもっと知りたい、色んな人と話してみたい」との内容が
多かったと思います。又、先日の人権週間にて「生きているだけで100点満
点！」奥山佳恵氏の講演会を拝聴しました。障害をおもちのお子様との言
葉によるコミュニケーションが取れないふれあいの中で、目線を合わせる、発
想の転換、メンタル（ヤル気）等、葛藤の末表題にたどり着いたお話しだと思
います。『「アリガトウゴザイマス」「オハヨウゴザイマス」だけで百点満点！』
　勿論言葉文字はコミュニケーション上大切であり大前提です。しかし、外国
語を覚える事は大変です。来日の目的、事情も様々であり、必要度も千差
万別です。発表会、講演の内容には共通して五常（五徳）「仁、義、礼、智、
信」が自然に織り込まれています。優しい思いやり、正義、礼儀礼節、智慧、
信頼があれば、形式にとらわれず多文化共生は出来ると思います。自学自
習のヤル気の動機付け、継続できる支援が必要では？
　「『一人ひとり』が輝く」先日の日本語発表会では個性的で『魅せる』熱弁、
表彰式、記念写真、友人との談笑等、『一人ひとりが輝いていた』姿が印象
的でした。

　本プランの基本理念として、日本人住民、外国人住民ともに、互いの多様
性を尊重し、理解し合い、地域に参画及び活躍できる「輝く」存在となるため
のまちづくりを掲げています。
　ご意見のとおり、異なる言葉や文化に触れて多様性を尊重し、その壁を越
えたつながりを築くことは、多文化共生の第一歩であると考えます。そのた
め、施策目標１《地域》～心を通わす　絆づくり～では、日本語や日本文化、
日本での生活について興味を持ち、継続して学ぶための支援を行い、文化
の違いについて理解を深めるための交流を推進します。
　さらに、１《地域》、２《環境》、３《人》という３つの基本目標を実践すること
で、外国人住民が地域の中で絆をつくり、安心して暮らしていける環境を整
え、その力を活かし地域で活躍できる存在になることが、苅田町が目指す一
人ひとりが輝く多文化共生のまちづくりです。
　いただいたご意見を参考に、プランの実践と、形式にとらわれない多文化
共生を進めます。


